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本誌は教育に関する法律を軸に、現在教育現場で起こってい
る様々な問題を取り上げ、解説や検討を行う学術誌です。学術
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〔特集２〕	国の予算と教育費無償
〔特集１〕	インクル－シブ教育の現状と課題

◆次号予告 （2023 年 9 月発売）   特集１：教育の法化・PDCAサイクルと学校　特集２：東京都の英語スピーキングテスト

海外の学校

〔特集２〕	国の予算と教育費無償〔特集１〕	インクル－シブ教育の現状と課題

　アカデミーによる学校制度改革
　　　　　　　　　　　　　　　― イギリス ― .................................................　青木 研作	

　ミャンマーの教育の歴史、現状、そして未来への挑戦
　　　　　　　　　　　　　　　― ミャンマー ― ................　メイ トゥ キョウ	

教育財政研究の動向と展望 橋野 晶寛

「教育費無償の法理」と内外の到達点 渡部 昭男

奨学金の現状と課題 小林 雅之

インクルーシブ教育の実践に求められる
教師の資質・能力 岩田 康之 本来の使命からどんどん遠ざかる日本の国家財政

─大軍拡予算が教育に落とす影─ 浜 矩子

“どの子も地域の学校へ” と
訴え続けて46年間 長谷川 律子

障害者権利条約の対日審査
「総括所見」と特別支援教育の課題 清水 貞夫

教育財政における家庭の教育費負担と無償性
─学校徴収金（学校給食費・補助教材費）の現状と課題─ 栁澤 靖明
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◦216号 ﹁生徒指導提要」〈改訂版〉をどう読み、活用するか

◦215号 非正規教員増加による、学校現場への影響を問う

◦214号 【第１特集】 部活動の地域移行
 【第２特集】   どうなる、日本の大学

◦213号 【第１特集】 開かれた、参加と共同の学校づくり
 【第２特集】 「支え合う社会」の教育

◦212号 【第１特集】 子どもの人権を守るために―性教育編―
 【第２特集】 教員の働き方―長期休暇編―

◦211号 教育判例にみる子どもの権利

◦210号 子どものいじめの今を知る

◦209号 【第１特集】 いま、教職は魅力的か
 【第２特集】 変貌する大学、危機に立つ学問の自由

◦208号 世界の教員の働き方
 ―勤務時間管理と業務比較から―
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◦206号 新型コロナウイルス感染症、
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◦195号 教師の不祥事―起こす前、起こした跡（後）
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◦189号 ﹁ブラック部活﹂その1

◦188号 チームとしての学校づくりと
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◦187号 学校における熱中症事故と法的問題
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◦184号 学校におけるセクシュアル・ハラスメントの
 実態と課題

20230629_1

◆次号予告
（2023 年 9 月 25 日発売）

特集１：教育の法化・
　　　　 PDCAサイクルと学校

特集２：東京都の英語スピーキングテスト

https://www.eidell.co.jp/business/books/

